
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自ら学ぶ意欲と考えをもち、心豊かでたく

ましく生きる子どもの育成」を達成するため、「光の子（かしこ

さ）」「力の子（たくましさ）」「未来の子（やさしさ）」の３

「さ」の教育を目標として、学習部、体育・特活部、生活部を

中心に、それぞれ取組指標や達成指標を設定し計画的に実践を

行っています。 

２学期は、「子どもの困りに寄り添い、信頼関係を高める」を

最重点目標として、１学期の成果と課題をもとに各

学級で子どもと共に話し合い、より焦点化した目標

を定めています。（あいさつの例）→→ 

今後は、協議の際に出された「言葉で伝え合う

力」等、教科横断的な資質・能力を明確にし、学校

全体で組織的に取り組まれてはいかがでしょうか。 

 

授業から学ぶ 
道徳の授業を参観しました。本時のねらいが「学

習の中心的内容」「学習活動」「道徳性の諸様相」の３文で

書かれており、学習活動も詳しく表記しているので評価の

着眼点も明確になっていました。 

３年生では、短時間のペア学習を繰り返し行っており、

５年生は、「話のタネ」をもとに進めていました。このよ

うに指導を工夫をすることで、「自分のこととして」考え

る授業が展開されやすいと感じました。 

今後は、子どもの様子をより俯瞰的にみることで、子ど

ものつぶやきをひろいながら、子どもの考えをつなぐような展開を期待します。 
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